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１．はじめに 

 

 



はじめに 

1.1 研究目的 

わが国の水道は、97％を超える高普及率を達成し、国民の健康を維持するとともに、社会基盤

を支える基幹施設として重要な役割を担っている。 

このような状況のもと、平成 25 年 3 月に発表された「新水道ビジョン」では、水道を取り巻

く環境の大きな変化に対応するために、目指すべき方向性やその実現方策、関係者の役割分担が

提示されており、大きな変化として、①日本の総人口の減少、②東日本大震災の経験、が挙げら

れている。 

日本の総人口は、平成 22 年をピークとして減少傾向に転じており、給水人口や給水量の減少

を前提に、老朽化施設の更新需要に対応するために様々な施策を講じなければならないという、

水道関係者が未だ経験したことのない時代が到来している。 

また、東日本大震災の経験を踏まえて、水道においても、これまでの震災対策を抜本的に見直

した危機管理の対策を講じることが喫緊に求められている。 

 

本研究では、人口減少やそれに伴う広域連携等、将来の不確実性に対応するために、基幹管路

等の重要管路の再構築に伴う更新事業及び効率的な管路網への再整備に伴う管網管理に関する課

題及び解決策を明らかにすることを目的とする。 

また、これらの研究は、重要管路の再構築の円滑な遂行に伴い、水道管路の強靭化及び更なる

安全な水の提供に資するとともに、管網管理手法の一般化により現在の給水サービスを持続させ

ることにも資するものとする。 

これらの目的を達成するために、本研究では、「重要管路の再構築に関する研究」、「新技術を

取り入れた管網管理に関する研究」の二つのサブテーマを掲げて実施するものとする。 

 


